
主な地域貢献活動　（　）は平成28年4月～29年3月末活動例・実績数

各種団体との連携事業

名称 内容

大阪市阿倍野区役所・住之江区役
所・住吉区役所・東住吉区役所・平野
区役所・西成区役所との連携協定

地域の拠点として、地域の課題について大学と自治体が一体となって取り組むことで、相互発展を目指す（６区防災
連絡会、防災に関する出張講義・公開講座・ワークショップ・研修等、受託事業等）

西成情報アーカイブネット
企画運営事業

西成区と連携協定をもとに、貴重な大学保有のアーカイブを基礎に、西成区内に作業、展示スペースを運営。
「集める」、「伝える」、「学びあう」をベースに、史料収集・発信している。市民を対象としたスタディ・ツアーやワーク
ショップ、2015（平成2７年度）に発行した副教材を用いた小学校への出張授業（３校）を実施した。2016（平成28年
度）の地域資料のアーカイブ化作業は約2,500点である。

（公財）大阪市博物館協会との包括
連携協定

本協定のもとに進める事業を「博学連携」と位置付け、大学と複数の博物館が教育・研究・地域貢献などの分野で恒
常的かつ広範囲に連携活動を実施（博学連携講座、キャンパスメンバーズ制度）

大阪市と地域福祉等の向上のための
有効性実証検証に関する連携協定

大阪市との地域福祉などの向上のための有効性実証検証に関する連携協定を締結。大阪市が保有するビックデー
タの分析により、大学の学術研究機能の向上と大阪市の効果的な施策の推進に向け、相互に連携・協力する。2016
（平成28年度）は大阪市が保有するデータ分析による実証検証業務を受託した。

大阪市職員提案制度への協力
2015(平成27年度)より、大阪市の職員提案制度を通じた若手職員の研修事業へ参画。教員がアドバイザーとして3
か月間にわたりグループへの指導を実施した。（10時間/1提案あたり）

JST「公立大学防災センター連携によ
る地区防災教室ネットワーク事業」

公立大学防災センター連携会議（大阪市大・大阪府大・兵庫県大・岩手県大）を開催した。

公開講座

名称 内容

文化交流センター講座
大阪駅前第２ビルに設置している文化交流センターで年間を通じて公開講座を実施
（夏期講座・防災講座・専門家講座など　66講座／3,324人）

公開講座「大阪落語への招待」
「大阪落語」の第一線で活躍する落語家を講師に迎えて実施する学生向け授業を、一般にも開放
（授業14コマ／受講者数130人（延受講者数1,316人））

三大学連携事業（大阪市立大学・
大阪府立大学・関西大学）

大阪都市圏に立地する三大学が相互交流を推進するため締結した包括連携協定に基づき実施する公開講座
（「ウェルビーイング　スポーツ文化と健”幸”」　１講座／110人）

市民医学講座
医学部主催「現代人と病気」というテーマのもと、病気と医療について解説する公開講座
（「病院との上手な付き合い方～安心して治療を受けるために～」「現代人と慢性疲労」など　10講座／1,315人）

近鉄文化サロン共催講座
㈱近鉄百貨店との文化事業実施に関わる協定に基づき、実施する共催講座
（「＜もの＞から語る大阪の歴史」「じっくりと味わう源氏物語」など　44講座／700人）

市大・朝日
ライフサイエンス塾

ライフサイエンス系分野に特化した朝日カルチャーセンターとの共催講座
（「漢方的養生のススメ」「最新の脳卒中予防法～健康な脳を保つ」など　12講座／508人）

ナレッジキャピタル超学校
大阪府立大学との共同企画として、2016（平成28年度）よりグランフロント大阪のカフェラボを会場として、実施する公
開講座
（「グローカル化する公立大学～その実践と方法～」　4講座／191人）

サイエンスカフェ 防災教育・研究のシーズやプロジェ クトの情報共有、連携促進を目的とした防災研究座談会（9回）

防災士養成講座
全学共通教育科目「コミュニティ防災」を公開授業とし、地域住民が受講、防災士資格を取得　（授業14コマ、学生17
名、地域住民9名）

小・中・高との連携

名称 内容

市大授業
大学における授業の雰囲気や学内の様子を体験する模擬授業
（「生駒山の頂上に住宅地を作ろうとしたドイツ人建築家―ブルーノ・タウト」「実数って何？」など　9講座／1,104人）

先端科学研修
市教委との連携協定に基づく、高校生向け公開講座（「香りを感じて生き物たちの世界を化学の目で見つめよう！」
など　3講座／217人）

中学生サマーセミナー
大学コンソーシアム大阪主催事業。中学生向けの夏季講座（「太陽の色は赤色？身近な光を分析しよう」「真空で遊
ぼう！」など　4講座／94人）

高校化学グランドコンテスト
本学、読売新聞大阪本社主催。高校生および工業高等専門学校生(3年生以下)が化学実験の研究成果や発表の力
を競うコンテスト（71チーム／599人）

小学校への出張授業

大学の資源を活かし、近隣地域の小学校への出張授業を実施。（4校6コマ）授業だけでなく、小学校教員との研究交
流や小学生を対象にした企画を実施している。
・小学校への出張授業を含む地域向けの講座実施（合計8回）
　（小学校への出張授業…地域歴史3回、多文化共生3回）

SGH（スーパーグローバルハイスクー
ル）防災研究の指導

大阪教育大学附属高等学校平野校舎のSGH防災研究の指導を実施

■博士課程教育リーディングプログラム

プログラム名 申請（実施）部局 代表者または研究代表者 実施年度

システム発想型物質科学リーダー養成学位プログラム 工学研究科 理事長　荒川　哲男 2013-2019

■科学技術人材育成費補助事業

プログラム名 申請（実施）部局 代表者または研究代表者 実施年度

テニュアトラック普及・定着事業
都市研究プラザ、

複合先端研究機構
理事長　荒川　哲男 2013-2017

■研究拠点形成事業（B.アジア・アフリカ学術基盤形成型）

区分 申請（実施）部局 代表者または研究代表者 実施年度

ケニアにおける国家マラリア撲滅戦略の開発 医学研究科 医学研究科　教授　金子　明 2016-2018

■食品健康影響評価技術研究

区分 申請（実施）部局 代表者または研究代表者 実施年度

有機ヒ素化合物による発がんメカニズムの解明 医学研究科 医学研究科　教授　　鰐渕　英機 2016-2017

■ジフェニルアルシン酸等の健康影響に関する調査研究

区分 申請（実施）部局 代表者または研究代表者 実施年度

ジフェニルアルシン酸の経胎盤ばく露による毒性の検討 医学研究科 医学研究科　教授　　鰐渕　英機 2014-2017

■研究成果最適展開支援プログラム

区分 申請（実施）部局 代表者または研究代表者 実施年度

虚血性下肢の治療を目的としたInjectable cell scaffoldの非臨床試験 医学研究科 医学研究科　准教授　　福本　真也 2014-2017

■地（知）の拠点整備事業（大学ＣＯＣ事業）

事業名称 申請（実施）部局 代表者または研究代表者 実施年度

大阪の再生・賦活と安全・安心をめざす地域志向教育の実践 地域連携センター 理事長　荒川　哲男 2013-2017

■地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（大学ＣＯＣ＋事業）

事業名称 申請（実施）部局 代表者または研究代表者 実施年度

わかやまの未来を切り拓く若者を育む”紀の国大学”の構築（申請：和歌山大
学）
※事業共同機関として参画

地域連携センター 理事長　荒川　哲男 2015-2019

■特色ある共同研究拠点の整備の推進事業

拠点名 申請（実施）部局 代表者または研究代表者 実施年度

先端的都市研究拠点 都市研究プラザ 都市研究プラザ　所長　阿部　昌樹 2014-2019

人工光合成研究拠点 人工光合成研究センター 　 人工光合成研究センター　　所長　天尾　豊 2016-2021

■戦略的創造研究推進事業

プログラム名 申請（実施）部局 代表者または研究代表者 実施年度

環境に優しい低エミッション型脱水素クロスカップリング反応の開発 理学研究科 理学研究科　教授　佐藤　哲也 2012-2017

■がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン

プログラム名 申請担当大学 連携大学 実施年度

多様な新ニーズに対応する「がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）養成
プラン」

近畿大学
大阪市立大学、神戸大学、

関西医科大学、兵庫医科大学、
大阪府立大学、神戸市看護大学

2017-2021

■課題解決型高度医療人材養成プログラム

区分 申請担当大学 連携大学 実施年度

重症児の在宅支援を担う医師等養成 鳥取大学 大阪市立大学、秋田大学、山形大学 2014-2018

災害医療のメディカルディレクター養成 近畿大学
大阪市立大学、京都大学、

旭川医科大学、関西医科大学
2014-2018
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